
動物用医薬品の個人輸入には様々なリスクが伴います。
大事なペットを守るため、通販サイトで動物用医薬品を購入する前には、
次の項目をチェックしましょう。

Check !

✓

動物用医薬品の個人輸入を検討中の
飼い主さん向けチェックリスト

 安価な製品は、日本では未承認のもの、偽薬、粗悪品、有効期限が短い製品の可能性があります。
 海外では、正規品を装った偽薬が組織的に製造されています。

製品の価格は動物病院で処方されるよりはるかに安い価格ではありませんか？

購入について、かかりつけの獣医師に相談はしましたか？
 かかりつけの獣医師は、
・ペットの健康状態、過去に服用した薬、現在服用している薬を把握しています。
・動物と薬に関する専門知識（正しい使い方、副作用とその対処方法、飲み合わせ等）を有しています。
・購入する薬が本当に必要か、安全なのかを判断することができます。

飼い主さんご自身の判断で購入・使用はせず、まずは専門家であるかかりつけの獣医師に相談するようにしましょう。

掲載されている製品のラベルは日本語で記載されていますか？
日本で承認された動物用医薬品であることを確認しましたか？

 日本で承認された動物用医薬品は製品名等が必ず日本語で記載されています。
 日本語以外で記載された製品は、国内で有効性、安全性が確認されていない未承認の動物用医薬品です。

※日本語であっても未承認医薬品の可能性もあります。
国内で承認された動物用医薬品か疑問に感じたら、
「動物用医薬品等データベース」（農林水産省動物医薬品検査所HP）から確認しましょう。

製品の発送元や通販サイトの運営会社所在地は海外ではありませんか？
 日本語のサイトであっても、海外事業者が日本向けに広告している場合があります。
 通販サイトの運営会社所在地が海外である場合、製品は海外から発送される可能性が高いです。
 海外から直接発送される製品の全ては日本では未承認の動物用医薬品です。
未承認動物用医薬品の広告は医薬品医療機器等法第68条により禁止されています。
農林水産省では、是正指導に従わない違法な通販サイトをホームページ上に掲載しています。
トラブルを避けるためにも違法な広告を行うサイトは利用しないようご注意ください。

通販内に税関からハガキが届いた場合について記載されていますか？

 この場合、海外から未承認動物用医薬品が発送されるケースとなります。
 そのサイトに輸入手続き不要と書いてあったとしても、動物用医薬品を海外から購入し、輸入する

場合は必ず輸入確認手続きを行う必要があります。
 手続きを行わずに輸入した場合は違法となります。
輸入確認手続を行っていない動物用医薬品が税関で認められた場合、荷物は保留となり通関できません。

通販サイトは動物用医薬品の販売業許可を持っていますか？
 日本で承認された動物用医薬品を正規に販売する業者は必ず動物用医薬品の販売業許可を取得する必

要があります。
 販売業許可を持っているサイトには、許可番号、国内販売店の住所、勤務薬剤師等の情報が記載され

ています。（特定商取引法に基づく表示ページ等に記載されています）。
 販売業許可が確認できない通販サイトは未承認医薬品を海外から輸入している可能性があります。
販売業許可を持つサイトであっても、未承認医薬品の輸入、販売が行われている場合があります。
他のチェック項目と合わせてよく確認することが大切です。

個人輸入のリスクは確認しましたか？
 動物用医薬品の個人輸入では、購入や使用時にトラブルが発生する可能性があります
個人輸入のリスクについて次のページをチェックしましょう。
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